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　2020 年 1 月 13 日の大学院福祉社会開発研究科社会福祉学専攻会議において、王吉彤氏の博士
学位審査請求論文が受理されて、児玉善郎、末盛慶、田中千枝子の３名による審査委員会が設置さ
れた。また、沈潔氏（日本女子大学教授）を学外審査委員とすることが決まった。審査委員３名
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３．最終試験の結果
　2020 年１月 24 日に、王吉彤氏の最終試験（口頭試問および学力の確認）を実施した。はじめ
に王氏から、第１次審査および公開発表会において指摘を受けて修正した箇所を中心に、本論文で
独自に明らかにした点についての説明がなされ、続いて審査委員から口頭試問を実施した。審査委
員からは、第１次審査および公開発表会での指摘をもとに論文修正が行われていることを確認した
上で、この研究成果をもとに、中国における認知症高齢者対策を進める上で、今後展開すべき研究
に関する指摘がなされた。具体的には、家族介護者の介護負担を軽減する上でのサービスのあり
方、それらを可能にしていく上での中国における高齢者介護のマクロの政策・制度のあり方、中国
と日本の違いをふまえた在宅認知症高齢者と家族介護者を支える公的な支援のあり方、などの研究
に取り組む必要があることが指摘された。王氏は、これら一つひとつの指摘を真摯に受け止めて、
本研究に残された課題として今後の研究において取り組む意欲を示した。
　最後に、学力の確認として英語力の審査を行った。本論文テーマに関連した、認知症高齢者に配
慮した居住環境に関する英文について、英文の読み上げとその日本語訳を指示したところ、適切に
応答がなされた。
４．結論
　本審査委員会は、学位申請者王吉彤氏は日本福祉大学学位規則第 12 条により博士学位（社会福
祉学）を受けるにふさわしい者と判断し、合格と判定する。
以上
